
 

 
 

文化庁様との意見交換を実施（報告） 
～ 重要文化財と電気 ／ 当協会の点検奉仕活動について ～ 

 

訪 問 日 令和 ６年 ６月 ３日（月） １３：３０～１４：００ 

訪 問 先 文化庁 京都庁舎（京都市上京区） 

参 加 者 
文化庁 文化財第二課・文化資源活用課・政策課 職員の皆様 ４名 

協 会 進藤会長・副会長３名・公益委員長 他       ６名 

題  目 
重要文化財等建造物の電気設備安全点検について（ご報告） 

～ 協会の５０年を、文化財点検の歴史とともにご紹介する機会を頂きました ～  

概  要 

文化財所管部署職員の皆様にご説明（要旨：下記）の後、意見交換を実施。 

・重要文化財等建造物の電気設備安全点検奉仕活動について 

本活動の原点…「電気工事業が行うべき、京都らしい社会貢献とは何か？」 

  昭和５１年、京都市内の寺社の避雷針点検奉仕から開始、のちに 

  点検設備の範囲を拡大、公益法人制度改革に伴い実施地域を府内全域に変更 

・この活動のポイント、点検の効果 ～早期発見、事故防止を啓発～ 

・この活動を続け、重要文化財の保護に貢献し続けてゆきたい（再確認） 

など 
 

 

 


